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今月のお知らせはありません。 
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支え愛・ほっとステーション 電話 03-6426-4110 ＦＡＸ 03-3782-2511
（荏原第二地域センター内） 受付時間：平日 9：00～17：00 

「お元気ですか？」お声を聞かせてください 

～ 定 期 電 話 の ご 案 内 ～ 

支え愛・ほっとステーションから月に1～2回、 

ご様子伺いで電話をさせていただきます。 

対象：ひとり暮らしの高齢者・高齢者世帯の方など 

離れてお住まいのご家族の方からのご相談も承ります。 

お気軽にお問い合わせください♪ 

・誰とも話さない日があるので話したい 

・いろいろな話や悩みを聞いてほしい 

声を出すことで気持ちも明るく元気になります！ 

定期的にお話ししませんか？

日時：７月２３日（日）15:00～19:00

場所：品川区立清水台小学校 

４年ぶりにふるさとまつりが開催されます。 

屋台や盆踊りで、お祭りを楽しもう！ 



心身障害者福祉会館 （障害者地域活動支援センター 逢「あえる」）  

■夏休み！子ども向け手話体験講座 

日 時 
８月 10日（木）①10：30～12：00 

８月 10日（木）②13：30～15：30 

８月 15日（火）①10：30～12：00 

８月 15日（火）②13：30～15：30 

対 象 区内在住の小学生（原則、①は１～３年生、②は４～６年生） 

定 員 各 20名（抽選） 

場 所 心身障害者福祉会館（旗の台５－２－２） 障害児者総合支援施設（南品川３－７－７） 

申込方法 

当館ホームページ（下記アドレス）の申込

フォームに入力。 

http://www.s-kaikan.net/ 

講座名、希望日、本人氏名、保護者氏名（ふり

がな）、学年、付き添いの有無、住所、日中に連

絡の取れる電話番号を明記し、下記へメール。

moushikomi@fukueikai.or.jp 

申込締切 ７月 21日（金）必着 

問合せ先 

心身障害者福祉会館 

障害者地域活動支援センター 

電 話：03-5750-4996 

ＦＡＸ：03-3782-3830 

障害児者総合支援施設 

障害者地域活動支援センター 

電話・ＦＡＸ：03-6712-4406 

電話 03-5750-4996

FAX 03-3782-3830

旗の台児童センター 電話 03-3785-1280  ＦＡＸ 03-3785-1260

■オー！あそびタイム 毎週水曜日（7/26（水）を除く） 14：00～16：00 旗の台文化センター スポーツ室 

小学生以上が対象です。バドミントンやバスケットボールなどができます。 

当日、旗の台児童センターで受付をしてからスポーツ室に移動してください。 

■もっとあそびタイム 7/19（水） 16：00～17：50（中高生優先） 旗の台文化センター スポーツ室 

小学生以上が対象です。「オー！あそびタイム」の時間が17:50まで延長されます。 

当日、旗の台児童センターで受付をしてからスポーツ室に移動してください。 

■スラックラインタイム 毎週木曜日（7/27（木）を除く） 16:00～17:00 ホール

小学生以上が対象です。スラックラインは、帯状のロープを渡る遊びです。レベルアップカードを使って、

技を磨きましょう。 

■卓球タイム 毎週金曜日 16:00～17:00 ホール

小学生以上が対象です。いつもは２台の卓球台が３台に増えます。運が良ければ卓球講師にアドバイスを

受けることができます。 

■ベビーマッサージ 7/3（月） 10：30～11：30 ホール 定員：12 組程度 

２か月からハイハイ前の乳児親子が対象です。一般社団法人 品川港助産師会の先生から

ベビーマッサージを教えてもらいます。 

■enjoy！プラ電車 7/15（土） 10：00～11：30 ホール 

乳幼児以上の親子が対象です。毎月第三土曜日は「プラ電車の日」。広いホールにたくさんレールをつな

げて楽しみましょう。お好きな時間にお越しください。



第二延山小学校 電話03-3781-1348 FAX 03-3781-1579

■保護者会（1～3年生） 7/4（火） 15：00～16：30 各教室・ブース 

保護者会（4～6年生） 

林間説明会（5年生） 

移動教室説明会（6年生） 

１学期の生活・学習の振り返り、夏休みの過ごし方などについてお話をします。５年生は日光林間学園

（7/28（金）～29（土））、６年生は移動教室（9/6（水）～8（金））についての説明会があります。 

■終業式 7/20（木） 8：20～8：50 アリーナ 

心身ともに成長してきたことを認め合い、その努力を讃え合う中で、集団への帰属意識を高めます。 

■夏季休業日 7/21（金）～8/31（木） 

7/21（金）～28（金） 個人面談・三者面談 

7/21（金）～8/3（木） 夏季プール 

7/13（木） 15：00～16：30 各教室・ブース

荏原区民センター 電話 03-3788-7939 ＦＡＸ 03-3788-7940 
■お話し会 プーさん 7/22（土） 11：00～11：30 和室 

幼児親子、小学校低学年が対象です。絵本の読み聞かせ、紙芝居などを行います（無料）。 

旗の台保育園  電話/ＦＡＸ 03-3784-1903  

■子育て体験（保育体験） 7/27（木） 10：00～10：45

０、１、２歳児の各クラス１組が対象です。同年齢の子どもと親子で遊びます。 

清水台小学校  電話 03-3781-4841 FAX03-3781-4838 

■あいさつ運動 9 班 7/3（月）～7（金） 

10 班 7/10（月）～14（金）  

正門から昇降口までの場所であいさつをします。縦割り班活動としてのあいさつ当番を大切にします。 

１年生も元気に参加しています。 

■保護者会 1～3年生 7/11（火） 

4～6年生 7/10（月） 

１学期の学校生活や夏休みの生活等について、保護者の方に説明し、ご家庭との連携を図ります。 

■学校保健委員会 7/13（木） 13：30～14：30 体育館 

養護教諭が定期健康診断の結果と保健室の様子を報告し、学校医の先生方からご助言等を

いただきます。 

今年度は、「傷、やけどの救急処置について」をテーマとして、日本皮膚科学会東京支部

昭和大学医学部皮膚科学講座 新屋光一先生を講師にご講演をいただきます。 

■終業式 7/20（木） 8：20～8：30 校庭 

代表児童が、１学期の学校生活等を振り返り、みんなの前で発表をします。また、生活指導主任から

夏休みの生活について全体へ話をします。安全で楽しい夏休みを過ごせるようにしたいと思います。

8：05～8：15 校庭 

教室



※掲載している記事の詳細は、各施設へお問合せください。 

清水台保育園  電話/ＦＡＸ 03-3784-0519     今月のお知らせはありません。

旗の台文化センター 電話 03-3786-5191 ＦＡＸ 03-5702-2846

今月のお知らせはありません。 

小山在宅介護支援センター  電話 03-5749-7288 ＦＡＸ 03-5498-0646
今月のお知らせはありません。 

夏に多発する事故から尊い生命を守ろう

荏原消防署旗の台出張所   電話 03-3783-0119 FAX 03-3788-1478 

■熱中症を防ごう（熱中症予防行動の留意点）

ア 高温・多湿・直射日光を避ける 

熱中症の原因の一つが、高温と多湿です。屋外では強い日差しを避け、屋内では

風通しを良くするなど、高温環境に長時間さらされないようにしましょう。 

イ 水分補給は計画的、かつ、こまめにする 

特に高齢者は、のどの渇きを感じにくくなるため、早めに水分補給をしましょう。普段の水分補

給は、お茶や水がよいでしょう。水分補給目的のアルコールは、尿の量を増やし、体内の水分を排

出してしまうため逆効果です。 

なお、持病がある方や水分摂取を制限されている方は、夏場の水分補給等について必ず医師に相

談しましょう。 

ウ 運動時などは計画的な休憩をする。 

学校での体育祭の練習、部活動や試合中などの集団スポーツ中に熱中症が発生していることか

ら、実施する人はもちろんのこと、特に指導者等は熱中症について理解して、計画的な休憩や水分

補給など、熱中症を予防するための配慮をしましょう。 

汗などで失われた水分や塩分をできるだけ早く補給するためには、スポーツドリンクなどを摂取

するのもよいでしょう。 

また、試合の応援や観戦などでも熱中症が発生していることから、自分は体を動かしていないか

らといって油断しないよう、注意しましょう。 

エ 乗用車等で子どもだけにしない 

外気温が25℃から27℃の晴れた日、車の窓を閉め切るとすぐに車内の温度は上昇し、１時間後

には58℃、２時間後には62℃にもなります。子どもがぐっすり寝ているからといって、座席に残

して車を離れるのは短時間であっても非常に危険です。 

オ 子どもは大人よりも高温環境にさらされている 

一般的に、地面に近いほど地面からの放射熱は高くなります。

子どもは大人に比べて身長が低いため、地面から受ける放射熱は

大人よりも高温になります。 

東京都心の気温が32．3℃だったとき、幼児の身長である

50cmの高さでは35℃を超えていました。また、さらに地面に

近い5cmの高さでは36℃以上でした。 


